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茶 葉 中 にKempferoiの 存 在 に 就 て.
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茶 葉 中 のFlavon色 素 に 就 い て はHlasiwetz(1)がQuercetinを,Deuss(2)がQuercltrinを

著 者 大 島 も亦 先 に タ ン ニ ン研 究 中 にQueτcetlnを 分 離 せり.其 後F1Ｆlvonの 相 當 多 量 な る を知

り研 究 を進 め,Kempferolを 結 晶 と し下 得 た り,牧 量 乾 物 に 封 し約1%に 達 し,先 に 分 離 せ

る Quercetinは ご く微 量 な る に 反 し,多 量 にKempferolを 得 た る に よ り茶 葉 のFlavonは.

Kempferolが 主 た る もの と思 考 す.

分 離

茶生葉を蒸熱せる後乾燥粉末とし,ク ロロホルムにて浸出 し殘渣 を熱湯にて繰返 し浸出す.

浸出液に酷酸鉛を加へ生ぜる沈澱を濾別し,濾 液に〓基性酷酸鉛を加へ生する黄色沈澱 を集め

之を水に分布 し硫酸にて分解 し,硫 酸鉛を濾別し,濾 液の過剰の硫酸はバリタにて除去す,か

くて得たる濾液 を減〓にて濃縮 し冷藏せるに黄色の結晶を得た り,牧 量乾物2509よ り約29

藪回酒精より再結晶をし純品 を得た り.

性 質

融點274～275(訂 正せ す)(K:emOfefo1275～276)。

呈 色 反應 濃硫酸にとけて帯線色の螢光 を獲す.

〓酸及 マグネシウムにて還 元すれば赤色.

吸牧 スペ ク トル 別圖 の如 く3720,2650(波 数)に 最高吸収.

溶 解 度 水,エ ーテル,ク 加 ホルムに難溶.

酒精,ア セ トン,氷醋 に溶解.

元 素 分 析

試 料(mg)112O(mg)CO2(mg)Il(%)C(%)

3.722 1.205 8.581 3.62 62.88

 3.652 1.255 8.455 3.85 63.1

4  Calc, for C15H10Os Kenzpferol 3.52 62.93
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Acetate.

0.1gを10倍 の無水酷 酸にとか し濃硫酸 一滴 を加へ,数 時間後水中に注 ぎ生ぜ る沈澱 を木

精 よ り再結.

融點180～181°(訂正 せ ず)KemPferol acetatc182°

元 素 分 素

試料(mg)112O(mg) CO9(mg) H(%) C(%)

 2.048       0.829 4.711 4.53 60.74

 2.542 1.OO4 5.654 4.41 60.66

 Calc for C151・0・(CH・COO)・K・m幽 ・l t・tracet・t・5・91  、61・16

本研究中絡始御懇篤なる御指導 を給は りたる自本亮教撚 と厚 く感謝の意を衷す.
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